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HuRP では、ブックレット『金大中図書館

に行ってみよう！』の刊行を記念して、講演会

を行います。 

 講演者は、各国軍事政権時代に被告人とされ

た金大中氏の弁護人を務め、氏の最も信頼を寄

せた弁護士・韓勝憲氏と、ソウルの「金大中図

書館」館長を務める、金聖在氏です。 
 
・日時 ６月９日（土）14:00～16:30 

・会場 全水道会館 

 
＜交通案内＞ 

JR 水道橋駅東口(お茶の水寄り) 徒歩２分 
都営三田線 水道橋駅Ａ１出口 徒歩１分 
（次頁の地図をご参照ください） 
 
・事前予約制（先着 70 名） 
下記の憲法研究所宛てに、ファックスもしくは

メールにてお申し込みください。 
 

  

金大中元大統領の功績と 
「金大中図書館」 

――HuRP 主催出版記念講演会のご案内―― 
 
HuRP では、これまでも韓国と日本の歴史

を知り、東アジアの平和について考える企

画を行っており、会員の方々ほか、多数の

方々に参加していただきました。この度、

金大中元大統領の功績と、韓国の民主化に

光をあて、ブックレットの刊行と講演会を

企画しました。ぜひお誘いあわせのうえ、

ご参加ください。 
 

・参加費 500 円 
※参加者には、ブックレット『金大中図書館に

行ってみよう！』を特別価格 500 円で販売し

ます。 
 
・プログラム 

▼講演 1「金大中元大統領と韓国の民主化」 
韓勝憲氏（韓国弁護士） 
▼講演 2「金大中図書館と金大中政権」 
金聖在氏（金大中図書館館長・元韓国文化相） 
金大中図書館とブックレットの紹介 
 

  

 
  

 
  

 
 

金大中図書館（ソウル）の１階ロビー 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
肥田舜太郎氏  

(全日本民医連顧問･日本被団協中央相談所顧問) の 

推薦文 
 

東日本大震災と福島第一原発事故は、私たちの生きる社会と憲法に、 

さまざまな問題を、今も鋭く問いかけ続けています。 

人間のいのちを粗末に扱う社会の大きな動きに対し、 

私たちは、自分のいのちを大切にし、人任せにせず、 

「怒り」を基底にしながら、希望ある社会のありかたを 

求めていかなければならないと思います。 

この本は、これらの問いに憲法の理念から応えていこうとするものです。 

 
  
 
 

・主催 特定非営利法人 人権・平和国際情

報センター／伊藤塾 
・後援 法学館憲法研究所 
 
・問い合わせ先 

法学館憲法研究所 
 
TEL：03-5489-2153 
ファックス：03-3780-0130 
メールアドレス：info@jicl.jp 
 

（執筆者）――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

森 英樹（名古屋大学名誉教授）  武藤類子（ハイロアクション福島原発40年）  

今野順夫（福島大学名誉教授）  富田 哲（福島大学教授）  

三浦俊章（朝日新聞論説委員）   小澤隆一（東京慈恵会医科大学教授）  

津久井進（弁護士）    水島朝穂（早稲田大学教授）  

安斎育郎（安斎科学･平和事務所所長）   首藤重幸（早稲田大学教授）  

井戸謙一（弁護士）    小出裕章（京都大学助教）  

愛敬浩二（名古屋大学教授）    白藤博行（専修大学教授）  

楜澤能生（早稲田大学教授）    渡辺 治（一橋大学名誉教授）  

大田直史（京都府立大学教授）   下山憲治（名古屋大学教授） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

全水道会館 

 
★ 

本書は、3.11 以降、現在まで続くさまざまな問題に対し、憲法を基軸とし、「個

人の尊重」「生存権、生活権」が実現する社会を作るために、「一人ひとりがどう

考え、行動し、共有するか」という視点で構成されています。 
I では、具体的な場面で、被災者・個人・主権者の立場から確認し、II では、

人権を保障すべき統治機構がどう対応したのかを検証し、III では、「人間の復興」

に向けて、「怒り」を「希望」に転換する展望を示します。 
1 年経っても、10 年経っても、本質的な問題を解決させなければ、また同じ事

が繰り返されるのは歴史が証明しています。「愚かな民」とならないために、ぜ

ひご一読ください。 
 

『3・11と憲法』 

編著者＝森英樹（名古屋大学名誉教授）・

白藤博行（専修大学教授）・ 

愛敬浩二（名古屋大学教授）  

2012年 3月、日本評論社より刊行 
定価 1995円 



「憲法裁判の現場から考える」 （2011年 12月、成文堂から刊行。 

編者は水島朝穂・早大教授、金澤孝・早大講師。定価は 2,100円）。 

 

至っても関連裁判に大きな影響を及ぼしてい

ることを説得的に伝えています。憲法９条の

果たしている役割を学ぶことができます。 
 朝日訴訟を提起した朝日茂さんの養子とな

り、茂さんの死後に裁判を引き継いだ朝日健

二さんは、その経緯・思いとともに朝日訴訟

のたたかいの成果と意義を語っています。憲

法に謳われた生存権を学べます。 
 新井章弁護士は 32 年に及んだ教科書検定

違憲訴訟（家永訴訟）の経過とそのたたかい

の到達点、そしてそこからくる今後の課題を

提起しています。原告となった家永三郎教授

の思いや決意も紹介しており、心動かされま

す。表現の自由、学問の自由について考えさ

せてくれます。 
 喜田村洋一弁護士は在外邦人選挙権制限違

憲訴訟の経過と成果を語っています。当事者

の方々の粘り強いたたかいに、人権を守るた

たかいへの展望と勇気をもらう内容になって

います。民主主義・国民主権について考えさ

せてくれます。 
 この本の第一章では、奥平康弘さん（東大

名誉教授）が憲法裁判をめぐる原理的問題と

最近の裁判所の動向について語っています。

人権や平和ということが、日本国憲法体制の

中でどのように展開してきたのか、この本を

通して語り合っていきたいものです。 
 

（大川） 

 「人権は尊重されなければならない」「平和

な世の中であってほしい」と、誰もが考え、

願います。しかし、「人権とは何か」「平和と

は何か」と問われたときの答えは、人によっ

てさまざまではないでしょうか。人権尊重や

平和主義が日本国憲法の基本的な価値である

ことは知られていることですが、それが実際

の社会の中でどうなっているのか、という認

識も多様でしょう。 
 この本は、人権や平和にかかわる問題が、

社会の注目を集めた裁判でどうなってきたの

かをたどる講演録集です。その裁判の当事者

や関係した法律家などが、人権や平和という

ことに、具体的にどう向き合い、主張したの

かが綴られていて、その現場の熱い思いも伝

わってきます。 
 HuRP 理事でもある水島朝穂・早大教授は

この本を編むとともに、長沼ナイキ基地訴訟

第一審で自衛隊を違憲とし、平和的生存権の

権利性を明らかにした福島重雄裁判長の判断

を、本人からの聞き取りの結果をふまえて紹

介しています。また、その判決がこんにちに

 今月のＨｕＲＰ 



★編集後記★ 

今年の HuRP 主催イベントが、ついに決定しました。『金大中図書館に行ってみよう』刊行にあわせて、

韓国の民主化に学ぶことのできる有意義な講演会です。講演者のおふたりも、直接お話が聞ける機会は貴重

ですので、ぜひ奮ってご参加ください。お会いできるのを楽しみにしています。 
 さて、年度がかわりましたので、賛助会員の方々にお願いです。今年も NPO 法人 HuRP を、ぜひ会員

として支えていただきたく、会費の納入をお願いします（同封の郵便局の払込票をご利用ください。手数料

がかかりません）。上記のブックレット完成と講演会のほか、本年は「イタイイタイ病」についての企画も

始動します。どうぞよろしくお願いします。         （A） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

♪ オノＱの今月の一曲 ♪ 

“世界はそれを愛と呼ぶんだぜ” 

（サンボマスター, 2005） 
 

・愛と平和を叫ぶバンド 

 今回注目したいのは、ドラマ「電車男」（フジ系列、2005

年 7月）の主題歌を歌い、一躍有名になったサンボマスタ

ーというバンドです。表題のドラマ主題歌では「愛と平

和！」と連呼し絶叫する彼らですが、「ラブ＆ピース」と

いうフレーズは幾度となく歌われ聞き覚えがあるものの、

日本語で「愛と平和」と真正面から歌われると、なにやら

聞き慣れないような気もしてきます。しかし、この聞き慣  

  

 

  

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

 

  

  

れなさに、サンボマスターの想いと存在感がこめられているように感じます。 

 ラブ＆ピースといえば何か美しいメッセージで、とりあえずラブ＆ピースといっておけば格好がつくと

いうように、ロック最盛期の 60 年代以降、ラブ＆ピースというフレーズは一種のお題目になってしまっ

た感があります。いわば愛と平和を歌うことも、ある種の消費文化の対象、ともすれば一種の「臭さ」を

醸し出すフレーズになってしまったという経緯が指摘できると思います。  

 折しも就職氷河期、9.11、自衛隊のイラク派遣など不安定な社会状況の中で音楽活動を続けた彼らは、

そんな社会情勢とは無関係に、美しい言葉として消費されてきたラブ＆ピースの受け取られ方に危機感を

抱いていたのでしょう。彼らが発信したかったのは、現代日本の「愛と平和」とは何かです。それを伝え

るには、英語ではなく、やはり日本語によらなければならない。そんな思考が彼らの標榜する「新しき日

本語ロック」という言葉にも表れているように感じます。  

 愛と平和というのは、単なるメッセージではなく、そこには具体的な怒りと抵抗があるのではないでし

ょうか。だからこそ、ボーカルの山口隆は当時自衛隊のイラク派遣にも積極的に発言をしていました。ま

た、あえてエレキギターの爆音とともに絶叫するというスタイルをとっているのも、愛と平和に込められ

た、美しさだけではない、怒りと抵抗の表れといったら、これはいいすぎでしょうか。 

 特筆すべきは、現代の愛と平和を歌った音楽が大衆にも受け入れられたという事実です。こうした音楽

が受け入れられていることは、商業化されたと言われるロックの世界にひとつの希望を見る気がします。 

特定非営利活動法人「人権・平和国際情報センター」（HuＲＰ：ハープ） 
Human Rights and Peace Information Center Japan (HuRP) 

◆ 
〒171-0014 東京都豊島区池袋 2-17-8 丸十ビル 402 号 

TEL/FAX 03-6914-0085  e-mail hurp@hurp.info  HP http://www.hurp.info/ 

ボーカルの山口隆史 


